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今週のキーワード

水素経済本格化
グローバルで供給・インフラ整備が加速

16
件

記事数

12
カ国/地域

対象国

500万
トン/年

インド生産目標

80
%

NEOM進捗

今週の全16記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
トヨタFCVトラック展
開

企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

トヨタとHyroad Energyが南カリフォルニアで燃料電
池トラック40台を展開。車両、サービス、燃料供給を
統合したエコシステム構築を目指す。

#02 中東グリーン水素ハブ 市場動向
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

中東がグリーン水素生産のグローバルハブに。サウジ
アラビアNEOMプロジェクトが2026年末生産開始に
向け80%以上完成。

#03 エジプトGアンモニア 国家戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

エジプトが肥料産業脱炭素化へグリーンアンモニア生
産を加速。ニューダミエッタプラントが最終投資決定
に近づく。

#04 H2ICEトラック公道 製品発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Metier Technologiesの水素内燃機関（H2ICE）トラ
ックが英国で初の公道走行許可。2027年からの商用
展開を目指す。

#05 ヨルダンGアンモニア プロジェ
クト承認

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

ヨルダン政府がHynfraによる10億ドル規模のグリー
ンアンモニアプロジェクトを承認。550MW太陽光発
電とバッテリー貯蔵を統合。

#06 豪州水素アジア輸出 国家戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

オーストラリアのマーチソン・グリーン水素プロジェ
クト、アジア向けに年間200万トンの再生可能アンモ
ニア輸出へ。

#07 米国水素ハブ不確実性 市場危機
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

米国の水素ハブプログラムが連邦政府の政策変更によ
り資金面で不確実性に直面。一部ハブは計画見直しを
迫られる。

#08 ロッテルダム水素ハブ インフラ
計画

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

ロッテルダム港が水素パイプラインとCCSプロジェク
トで欧州水素ハブを加速。2026年には国内バックボ
ーン稼働予定。

#09 英国水素パイプライン インフラ
計画

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

英国National Gasが300マイルの水素パイプライン「
プロジェクト・ユニオン」を提案。既存ガスインフラ
転用と新規敷設を組み合わせる。

#10 インド水素ミッション 国家戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

インドが2030年までに年間500万トンのグリーン水素
生産を目指す国家ミッションを発表。125GWの再生
可能エネルギー追加。

#11 インド電解槽製造推進 国家戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

インド政府がグリーン水素ミッションを具体化。電解
槽製造能力3000MW付与、国営企業へ合計5万トン供
給承認。

#13 中国水素供給契約 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

SinopecとBHI Tianjinがグリーン水素供給契約を締結
。内モンゴルで年間10万トン生産、天津でガス混入試
験へ。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#14 欧州FCVトラック展開 製品展開
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

H2Accelerate TRUCKSプロジェクトが欧州で燃料電
池トラック125台を大規模展開。商用運転準備とHRS
ネットワーク拡大に注力。

#15 ドイツ水素コア網 インフラ
計画

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

ドイツ「Flow」イニシアチブが国際的な水素コアネッ
トワークを構築。2025年からのグリーン水素向けパ
イプラインシステムを開発。

#16 高純度水素ハブ 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Charbone社が半導体・研究所向け超高純度グリーン
水素ハブの拡大を加速。2026年春から夏にかけて生
産拡大。

#17 圧縮水素運搬船 技術提携
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

Provaris Energyが川崎汽船と提携し、H2Neo圧縮水
素運搬船による水素輸出を加速。最終クラス承認取得
と試作タンク推進。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 日本の水素サプライチェーンは、新興供給国の台頭にどう対応するか？
中東（NEOM）やオーストラリア（マーチソン）、インドが大規模グリーン水素生産・輸出計画を加速。特にオーストラ
リアは日本への輸出を明確に打ち出しています。これらの動きは、日本の調達戦略にどのような影響を与えるでしょうか
？

❷ 輸送・インフラ技術の多様化は、自社の投資判断をどう変えるか？
欧州ではパイプライン網整備、Provarisは圧縮水素運搬船を推進。中国ではガスパイプラインへの水素混入試験も進みま
す。液化水素、アンモニア、LOHCに加え、これらの新技術・インフラが普及した場合、自社の輸送・貯蔵インフラ投資
の優先順位は変わるでしょうか？

❸ 特定産業向け高純度水素市場の機会を捉えられているか？
Charbone社は半導体や研究所向けに超高純度グリーン水素ハブを拡大しています。高付加価値市場における高品位水素
の需要は、日本の材料メーカーや装置メーカーにとって新たなビジネスチャンスとなる可能性があります。このニッチ市
場での競争優位性をどう築きますか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

トヨタFCV

豪州供給

圧縮水素
新興供給国

中国水素

米政策変動
欧州H2V

欧州H2網

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● トヨタFCV 機会大 日本技術の先行、エコシステム構築 —

● 豪州供給 機会大 安定調達、サプライチェーン強化 —

● 圧縮水素 機会大 新輸送手段、コスト削減 —

● 新興供給国 注意 多様な調達先、価格競争 日本の競争力低下、技術流出

● 中国水素 注意 新市場開拓、技術連携 競争激化、標準化の遅れ

● 米政策変動 脅威大 — 投資リスク増大、計画遅延

● 欧州H2V 参考 技術動向把握、部品供給 —
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● 欧州H2網 参考 欧州市場参入、インフラ技術 —
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深掘り ① ― トヨタ、FCVトラックエコシステム構築
#01 | 2026/05/20 | Sustainable Truck&Van; | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

トヨタと米Hyroad Energyは、南カリフォルニアで燃料電池クラス8商用トラック40台を展開する契約を締結しました
。Hyroadが車両提供、メンテナンス、データサービスを担い、トヨタは開発中のインフラを通じて水素燃料を供給し
ます。車両、サービス、燃料供給を統合したエコシステム構築を目指し、ゼロエミッション輸送の実現に貢献します。

この協業は、長距離輸送を担う大型商用車分野における水素燃料電池技術の実用化を加速させるものです。米国カリフ
ォルニア州のクリーンエネルギー輸送政策と連動し、大規模な商用導入事例として注目されます。運用データは、燃料
電池トラックの性能向上や燃料供給の効率化に不可欠な知見を提供します。

▶ 技術者の視点

【機会】トヨタがFCVトラックの商用展開を主導し、車両だけでなくサービス・燃料供給まで含めたエ
コシステムを構築する姿勢は、日本の自動車メーカーがグローバル市場でリーダーシップを発揮する大
きな機会です。特に、長距離輸送におけるFCVの優位性を実証することで、日本の部品メーカーや材料
メーカーにも波及効果が期待されます。提示された40台という規模は実証としては十分ですが、本格的
な市場導入にはさらなるインフラ整備とコスト削減が不可欠です。未解決課題としては、水素供給イン
フラの広範な展開と、燃料電池システムの耐久性・信頼性のさらなる向上が挙げられます。【脅威】他
国メーカーも同様のエコシステム構築を進めており、競争は激化するでしょう。日本企業は、この先行
者利益を活かし、技術とビジネスモデルの両面で優位性を確立する必要があります。具体的には、【EV
設計部門】はFCVトラックの運用データから得られる知見を次世代車両開発に即時反映し、【経営企画
部門】はグローバルな水素エコシステム構築における提携戦略を強化すべきです。

深掘り ② ― 豪州、アジア向けグリーン水素輸出を強化
#06 | 2026/05/15 | CSIRO Research / HyResource | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

西オーストラリア州のマーチソン・グリーン水素プロジェクトは、6 GWの再生可能エネルギーと3 GWの電解槽を組み
合わせ、年間200万トンの再生可能アンモニアを生産し、日本、韓国、シンガポールなどのアジア市場への輸出を目指
します。オーストラリア政府の「水素ヘッドスタートプログラム」から8億1400万豪ドルの資金援助を受けています。

この大規模プロジェクトは、2027年後半の最終投資決定（FID）と2030年の初期生産開始を目標としています。再生
可能エネルギーの大規模統合、水素製造、アンモニア変換、国際輸送に至るバリューチェーン全体を実証するもので、
オーストラリアがアジアの主要なクリーンエネルギー供給国としての地位を確立する上で極めて重要です。

▶ 技術者の視点

【機会】オーストラリアからの大規模なグリーンアンモニア供給は、日本のエネルギー安全保障と脱炭
素化目標達成に向けた極めて重要な機会です。年間200万トンという生産規模は、日本のアンモニア需
要の一部を賄う可能性があり、日本の素材メーカーや化学メーカーにとっては安定した低炭素原料の調
達先となり得ます。政府の資金援助も厚く、プロジェクトの実現性は高いと評価できます。ただし、20
30年という運用開始目標はまだ先であり、それまでの間、日本の需要家は既存のサプライチェーンと並
行して、この新たな供給源への移行計画を具体化する必要があります。未解決課題としては、大規模プ
ロジェクト特有の建設・運用リスク管理、そして国際的なオフテイク契約の確実な確保が挙げられます
。【脅威】もし日本がこの供給網を十分に活用できない場合、他国が先行して調達を確保し、日本の産
業競争力が相対的に低下する可能性があります。日本の調達・購買部門は、早期にオフテイク契約の交
渉を開始し、R&D;部門はアンモニア利用技術の高度化を急ぐべきです。
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深掘り ③ ― 川崎汽船と圧縮水素運搬船で提携
#17 | 2026/05/22 | Proactive Investors | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

Provaris Energyは、H2Neo圧縮水素運搬船の最終クラス承認取得とノルウェーでの試作タンクプログラム推進により
、水素輸出を加速しています。日本の川崎汽船（K
Line）との協力協定を締結し、欧州の水素需要増加と同期させながら、アジア市場への供給網確立を目指します。

圧縮水素（CH2）運搬船は、液化やアンモニア変換に比べてエネルギーロスが少なく、比較的シンプルな輸送手段とし
て注目されています。Provarisはノルウェーの水素プロジェクトの最終投資決定を2027年後半から2028年初頭に、運
用開始を2030年から2031年と目標にしています。

▶ 技術者の視点

【機会】川崎汽船とProvaris Energyの提携は、日本の海運業界が新たな水素輸送技術の標準化と商業
化に貢献する大きな機会です。圧縮水素運搬船は、液化水素やアンモニア変換に代わる、よりエネルギ
ー効率の良い輸送オプションとして、特に中距離輸送において費用対効果が高い可能性があります。日
本の材料メーカーは、高圧水素タンクの材料開発や製造技術において貢献できる可能性があります。こ
の技術が確立されれば、日本の水素サプライチェーンの多様化とコスト削減に寄与するでしょう。提示
された運用開始目標は現実的であり、今後の進捗に注目が必要です。【脅威】しかし、圧縮水素輸送は
まだ大規模な実績が少なく、安全性や経済性に関するデータが不足しています。特に、大型化に伴うタ
ンク設計の最適化や建造コスト削減が課題です。日本のR&D;部門は、この技術の潜在的なメリットとリ
スクを詳細に評価し、自社の輸送戦略にどう組み込むかを検討すべきです。また、【調達部門】は、将
来的な水素調達コストに与える影響を評価し、早期に情報収集と関係構築を進める必要があります。

その他の注目記事
中東がグリーン水素生産の主要拠点となる潜在力：NEOMプロジェクトがリード (EngineeringPro)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●

中東のNEOMプロジェクトは2026年末生産開始に向け80%以上完成。豊富な再生可能エネルギーと戦略的立地を活か
し、グローバルなグリーン水素供給ハブとして日本の調達戦略に大きな影響を与える。

インド国家グリーン水素ミッション、2030年までに500万トン生産を目指す (National Single Window System)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●

インドが2030年までに年間500万トンのグリーン水素生産を目指す国家ミッションを発表。大規模な再生可能エネルギ
ー導入と電解槽製造を推進し、日本のサプライチェーンに大きな機会と脅威をもたらす。

インド政府、グリーン水素ミッションを具体化：電解槽製造と産業供給を推進 (Construction World)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

インド政府は電解槽製造能力3000MWを15社に付与し、国営企業へ合計5万トンのグリーン水素供給を承認。国家ミッ
ションの具体的な実行段階に入り、日本の材料・部品メーカーは市場参入機会を検討すべき。

Sinopec Star New EnergyとBHI Tianjin、中国でグリーン水素供給契約を締結 (HKEXnews)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

中国Sinopecが内モンゴルで年間10万トンのグリーン水素を生産し、天津のガスパイプラインに混入する計画。大規模
な水素インフラ展開と既存インフラ活用は、日本のガス事業者や材料メーカーにとって参考となる。

Metier Technologies、水素内燃機関トラックの英国公道走行許可を取得 (EngineerLive)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●○○

Metier Technologiesの水素内燃機関（H2ICE）トラックが英国で公道走行許可を取得。既存車両の脱炭素化ソリュー
ションとして、日本の商用車メーカーやエンジン部品メーカーは動向を注視すべき。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【調達部門】中東、オーストラリア、インドからのグリーン水素・アンモニア供給計画に関する最新情報を収集
し、長期調達戦略への影響を評価する。

• 【経営企画】米国水素ハブ計画の政策変動について詳細を調査し、米国市場への投資計画や提携戦略への影響を
分析する。

• 【R&D;部門】圧縮水素運搬船技術（Provaris
Energy）の安全性・経済性に関する予備評価を開始し、既存の水素輸送技術との比較検討に着手する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;部門】H2ICEトラックの公道走行許可（Metier Technologies）や欧州FCVトラック展開（H2Accelera
te）の技術動向を調査し、自社の商用車開発ロードマップへの影響を検討する。

• 【材料・部品メーカー】インドの電解槽製造能力強化と産業供給拡大の動きを注視し、インド市場への参入機会
やサプライチェーン構築の可能性を検討する。

• 【経営企画】中国における水素インフラ（Sinopec）やガスパイプラインへの水素混入試験の進捗を分析し、中
国市場でのビジネス機会と競争環境の変化を評価する。

▍中長期（四半期〜）
• 【調達部門】オーストラリアのマーチソンプロジェクトなど、主要なグリーン水素・アンモニア供給プロジェク
トとの長期オフテイク契約交渉の可能性を検討し、サプライチェーンの多様化を図る。

• 【R&D;部門】高純度グリーン水素（Charbone社）の特定産業（半導体、研究所）向け市場の成長性を評価し
、高付加価値水素の生産・供給技術開発の戦略を策定する。

• 【経営企画】欧州（ロッテルダム、英国、ドイツ）で進む水素パイプラインネットワークの構築動向を継続的に
監視し、将来的な欧州市場への水素関連製品・サービスの展開戦略を立案する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-23
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トヨタとHyroad Energyが南カリフォルニアで燃料電池ト
ラック40台を展開

概要

トヨタと米国のHyroad Energyは、南カリフォルニアでの水素燃料電池クラス8商用ト
ラック40台の導入契約を発表しました。Hyroadはトラックの提供、メンテナンス、デ
ータ、ソフトウェアサービスを担い、トヨタは開発中のインフラを通じて水素燃料を

供給します。この協業は、車両、サービス、燃料供給を統合した水素トラックエコシ
ステムの構築を目指し、ゼロエミッション輸送の実現に貢献します。

公開日 2026年05月20日  Sustainable Truck&Van  アメリカ



詳細

プロジェクト背景

水素燃料電池技術は、特に長距離輸送を担う大型商用車分野において、排出ガスゼロを
実現する有力な選択肢として注目されています。しかし、車両自体の開発だけでなく、
安定した燃料供給インフラ、適切なメンテナンス体制、そして運用を最適化するデー
タ・ソフトウェアサービスが一体となったエコシステムの構築が不可欠です。米国カリ
フォルニア州は、クリーンエネルギー輸送への移行を加速させる政策を打ち出してお
り、この地域での具体的な商用導入事例が強く求められています。

主要な提携内容と展開

日本の自動車大手トヨタと、米国の水素エネルギーソリューションプロバイダーである
Hyroad Energyは、南カリフォルニアにおいてクラス8の水素燃料電池商用トラック40台
を配備する戦略的提携を発表しました。この契約において、Hyroad Energyは、高性能
な燃料電池トラック車両の提供に加え、包括的なメンテナンスサービス、車両のパフォ
ーマンスと運用の効率性を監視・最適化するためのデータ分析、そしてフリート管理ソ
フトウェアを提供します。一方、トヨタは、自社が開発・構築を進めている水素ステー
ションネットワークを通じて、これらのトラックに必要な水素燃料を供給する役割を担
います。この垂直統合型のアプローチは、顧客にとっての導入障壁を低減し、水素燃料
電池トラックの円滑な運用を可能にすることを意図しています。

技術的意義と今後の展望

この提携は、単に車両を導入するだけでなく、水素燃料電池トラックの商用利用を促進
するための完全なエコシステムを実証する試みとして大きな意義を持ちます。クラス8

トラックは、米国の長距離貨物輸送において極めて重要な役割を担っており、その脱炭
素化は排出量削減に大きく貢献します。また、複数の企業が協力し、車両、インフラ、
サービスを統合することで、将来的な大規模展開に向けたビジネスモデルの確立と技術
的課題の特定・解決が期待されます。このプロジェクトを通じて得られる運用データ
は、燃料電池トラックの性能向上、燃料供給の効率化、およびエコシステム全体の最適
化に不可欠な知見を提供し、北米における水素モビリティの普及を加速させる基盤とな
るでしょう。



元記事: https://www.sustainabletruckvan.com/hydrogen-trucks-toyota-hyroad-agreement/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sustainabletruckvan.com/hydrogen-trucks-toyota-hyroad-agreement/


中東がグリーン水素生産の主要拠点となる潜在力：NEOM
プロジェクトがリード

概要

中東地域は、その豊富な再生可能エネルギー資源と戦略的な立地により、グリーン水
素生産のグローバルハブとして確立されつつあります。サウジアラビアのNEOMグリ
ーン水素プロジェクトが2026年末の生産開始に向けて80%以上完成し、その進捗は地

域の野心的な国家水素戦略を象徴しています。アラブ首長国連邦やオマーンでも同様
の戦略が展開されており、費用競争力のあるグリーン水素の生産と輸出を目指してい
ます。

公開日 2026年05月14日  EngineeringPro (NES Global Talent)  サウジアラビア



詳細

背景と中東の戦略的優位性

世界のエネルギー転換が加速する中、グリーン水素は主要な脱炭素化ソリューションと
して注目されています。中東地域は、年間平均日射量が高く広大な砂漠地帯を持つた
め、太陽光発電による電力生産コストが極めて低いという地理的優位性を持っていま
す。加えて、戦略的な地理的位置は、ヨーロッパやアジアなどの主要なエネルギー消費
市場への輸出拠点としての役割を強化します。これらの要素が、中東をグリーン水素生
産の世界的な中心地とするための強力な基盤を形成しています。

主要なプロジェクトと国家戦略

現在、中東では複数の大規模グリーン水素プロジェクトが進行しており、その中でもサ
ウジアラビアのNEOMグリーン水素プロジェクトは特に注目を集めています。これは、
世界最大級のプロジェクトの一つであり、2026年末までに生産開始を予定しており、そ
の建設進捗は既に80%を超えています。このプロジェクトは、太陽光と風力による再生
可能エネルギーを活用し、年間60万トンのグリーンアンモニアと120万トンのグリーン
水素を生産する計画です。また、サウジアラビア、アラブ首長国連邦（UAE）、オマー
ンはそれぞれ国家水素戦略を策定しており、費用競争力のあるグリーン水素の生産目標
と輸出に向けたインフラ整備を重視しています。オマーンでは、大規模なDuqmグリー
ン水素プロジェクトも着実に進捗しています。

技術的・経済的影響と展望

中東諸国が推進するグリーン水素戦略は、脱炭素化への貢献だけでなく、経済多様化の
強力なドライバーとなることが期待されます。これらのプロジェクトは、再生可能エネ
ルギーと電解槽技術の統合を通じて、クリーンエネルギー産業における新たな雇用創出
と技術革新を促進します。特に、大規模な生産能力と低い生産コストは、国際的な水素
サプライチェーンにおける中東の競争力を高め、将来的に世界の水素市場における価格
形成にも影響を与える可能性があります。しかし、これらのプロジェクトの成功は、安
定的なオフテイク契約の確保、熟練した人材の育成、そして国際的な規制や基準への対
応に左右されるため、引き続き注意深い進捗管理が求められます。

元記事: https://www.nesfircroft.com/resources/blog/why-the-middle-east-is-well-positioned-to-play-a-

https://www.nesfircroft.com/resources/blog/why-the-middle-east-is-well-positioned-to-play-a-major-role-in-green-hydrogen/


major-role-in-green-hydrogen/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nesfircroft.com/resources/blog/why-the-middle-east-is-well-positioned-to-play-a-major-role-in-green-hydrogen/


エジプト、肥料産業の脱炭素化に向けグリーンアンモニア
生産を加速

概要

エジプトは、天然ガス依存からの脱却とエネルギー集約型産業の脱炭素化を目指し、
グリーンアンモニア生産プロジェクトを加速しています。8億7300万ドル規模のニュ
ーダミエッタ・グリーンアンモニアプラントが最終投資決定に近づき、2028年までに

年間15万トンの生産を見込みます。また、アレクサンドリアでは、500 MWの再生可
能エネルギーで稼働する「地中海グリーン水素ハブ」構想が進められており、地域全
体のクリーンエネルギー戦略を牽引しています。

公開日 2026年05月20日  Enterprise Press  エジプト



詳細

背景：エジプトのエネルギー転換と脱炭素化

エジプトは、これまで天然ガスを主要なエネルギー源とし、特に肥料産業などのエネル
ギー集約型産業はその恩恵を受けてきました。しかし、地球規模での脱炭素化の動き
と、気候変動対策への国際的なコミットメントの高まりを受けて、エジプト政府はグリ
ーンエネルギーへの転換を国家戦略の柱と位置付けています。特に、国内の天然ガス消
費を削減し、高付加価値なグリーン燃料・化学製品の生産・輸出を通じて経済を多様化
させることを目指しています。この戦略は、国内の産業競争力を維持しつつ、持続可能
な発展を実現するための重要なステップと見なされています。

主要プロジェクト：グリーンアンモニア生産の中心地へ

エジプトにおけるグリーンエネルギー移行の中核をなすのが、大規模なグリーンアンモ
ニア生産プロジェクトです。ニューダミエッタ・グリーンアンモニアプラントは、8億
7300万ドルを投じて建設される予定で、240 MWの電解槽を備え、2028年第3四半期ま
でに年間15万トンのグリーンアンモニア生産を目指しています。このプロジェクトは最
終投資決定（FID）に近づいており、実現すればエジプトの肥料産業の脱炭素化に大き
く貢献します。また、アレクサンドリアでは、さらに野心的な「地中海グリーン水素ハ
ブ」構想が進められています。これは、500 MWの再生可能エネルギー容量と、日量
480トンのグリーンアンモニア生産能力を統合する計画であり、エジプトを地域におけ
るグリーン水素・アンモニアの主要生産・輸出拠点へと変革する可能性を秘めていま
す。

影響と今後の展望

これらのプロジェクトの実現は、エジプトの肥料産業における温室効果ガス排出量を大
幅に削減し、環境負荷の低い製品への移行を可能にします。また、グリーンアンモニア
は、水素キャリアとしても機能するため、将来的な水素輸出の基盤ともなり得ます。一
方で、大規模な再生可能エネルギーの導入と、それに伴う送電網の強化、電解槽技術の
最適化、そして国際的なオフテイク市場の開拓が課題となります。エジプト政府は、こ
れらのプロジェクトを通じて、地中海地域およびアフリカ大陸におけるクリーンエネル
ギーのリーダーシップを確立し、国際的なエネルギー転換において重要な役割を果たす
ことを目指しています。



元記事: https://egyptoil-gas.com/features/from-gas-to-green-the-tough-transition-for-egypts-energy-

intensive-industries/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://egyptoil-gas.com/features/from-gas-to-green-the-tough-transition-for-egypts-energy-intensive-industries/
https://egyptoil-gas.com/features/from-gas-to-green-the-tough-transition-for-egypts-energy-intensive-industries/


Metier Technologies、水素内燃機関トラックの英国公道
走行許可を取得

概要

Metier Technologiesが開発した水素内燃機関（H2ICE）デモンストレーション・トラッ
クが、英国で初めてMOT（車検）に合格し、公道走行が許可されました。このDAF LF

18トンプラットフォームをベースとする車両の成功は、大型商用車におけるH2ICE技

術の実用化に向けた大きな進歩を示します。同社は2027年からの商用展開と、2031年
までに欧州全域で1万台の既存車両をH2ICEに転換する計画を立てています。

公開日 2026年05月13日  EngineerLive  イギリス



詳細

背景：重輸送部門の脱炭素化の課題

重輸送部門、特に長距離を走行する大型トラックは、その運用特性から電動化が困難な
分野の一つとされています。バッテリー電気自動車では、充電時間や航続距離、積載量
への影響が課題となるため、燃料電池車や水素内燃機関（H2ICE）が代替技術として注
目されています。H2ICEは、既存の内燃機関技術を応用できるため、車両製造コストの
削減や既存のメンテナンスインフラの活用が可能であり、急速な普及への潜在的な経路
を提供します。しかし、安全性、排出ガス規制への適合、そして社会的な受容性の確保
が実用化に向けた重要なステップとなります。

主要な技術進展：英国初の公道走行許可

英国のMetier Technologies社は、同社が開発した水素内燃機関（H2ICE）を搭載したデ
モンストレーション・トラックが、英国のMOT（Ministry of Transport Test：車検）に合
格し、公道走行が正式に許可されたと発表しました。この車両は、既存のDAF LF 18ト
ンプラットフォームを水素燃料に対応するよう改造したもので、ディーゼルエンジンと
比較してCO2排出量をゼロに抑えつつ、同等の出力とトルクを維持できることが実証さ
れました。今回の公道走行許可は、H2ICE技術が厳しい安全性と環境基準を満たし、実
際の運用環境で利用可能であることを示す画期的なマイルストーンです。この成功は、
水素供給インフラが成熟するまでの過渡期において、既存車両の低コストかつ迅速な脱
炭素化ソリューションとしてのH2ICEの可能性を強く示唆しています。



影響と今後の展望

今回のMOT合格は、H2ICE技術の商用化への道を開く重要な一歩となります。Metier

Technologiesは、この技術を2027年から商用展開し、2031年までに欧州全体で1万台の
既存大型トラックをH2ICEに転換することを目指しています。このアプローチは、新し
い燃料電池トラックへの全面的な切り替えと比較して、より迅速かつ経済的にフリート
の脱炭素化を進める可能性があります。H2ICEは、特に建設現場や港湾内輸送などのク
ローズドループ環境から始まり、徐々に公道での利用が拡大することが予想されます。
技術的な課題としては、窒素酸化物（NOx）排出のさらなる最適化や、水素燃料の供給
ネットワークの拡大が挙げられますが、既存の車両プラットフォームを活かせるH2ICE

は、持続可能な輸送ソリューションの多様な選択肢の一つとして、その重要性を増して
いくでしょう。

元記事: https://www.engineerlive.com/content/first-hydrogen-internal-combustion-engine-powered-

truck-pass-mot

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.engineerlive.com/content/first-hydrogen-internal-combustion-engine-powered-truck-pass-mot
https://www.engineerlive.com/content/first-hydrogen-internal-combustion-engine-powered-truck-pass-mot


ヨルダン、Hynfraによる10億ドル規模のグリーンアンモ
ニアプロジェクトを承認

概要

ヨルダン政府は、ポーランドのクリーンエネルギー開発企業Hynfraがアカバ港で計画
する10億ドル規模のグリーンアンモニアプロジェクトを承認しました。このプロジェ
クトは、550 MWの太陽光発電と500 MWhのバッテリーエネルギー貯蔵システムを統

合し、年間約10万トンのグリーンアンモニアを生産します。生産されたアンモニアは
主に輸出されるほか、ヨルダンの国内産業向けにも供給され、同国のエネルギー転換
と経済発展に貢献することが期待されています。

公開日 2026年05月14日  SolarQuarter  ヨルダン



詳細

背景：ヨルダンの再生可能エネルギーと輸出ポテンシャル

ヨルダンは、豊富な太陽エネルギー資源を持つ国であり、再生可能エネルギーの導入を
積極的に進めています。国内のエネルギー需要を満たすだけでなく、クリーンエネルギ
ーの輸出を通じて経済成長を促進する可能性も秘めています。特に、グリーンアンモニ
アは、水素を効率的に輸送・貯蔵するためのキャリアとして、また直接的な肥料や化学
品の原料として、その国際的な需要が高まっています。この文脈において、大規模なグ
リーンアンモニア生産プロジェクトは、ヨルダンの再生可能エネルギーポテンシャルを
最大限に活用し、国際的なエネルギーサプライチェーンにおいて新たな役割を果たすた
めの重要なステップとなります。

プロジェクト詳細：アカバ港での統合型グリーンアンモニア生産

ポーランドを拠点とするクリーンエネルギー開発企業Hynfraは、ヨルダン政府からアカ
バ港での10億ドル規模のグリーンアンモニアプロジェクトの承認を得ました。このプロ
ジェクトは、持続可能なエネルギー生産と貯蔵のための先進的な統合システムを特徴と
しています。具体的には、総容量550 MWの太陽光発電設備が建設され、この再生可能
エネルギー源から供給される電力は、500 MWhのバッテリーエネルギー貯蔵システム
によって安定化されます。このシステムから供給される電力を用いて、電解プロセスに
よって年間約10万トンのグリーンアンモニアが生産される計画です。生産されたグリー
ンアンモニアは、アカバ港の戦略的な立地を活かして主に国際市場へ輸出される予定で
すが、ヨルダン国内の産業用途、特に農業分野への供給も視野に入れられています。



技術的意義と経済的影響

Hynfraのヨルダンプロジェクトは、大規模な再生可能エネルギー発電、バッテリー貯
蔵、そして電解プロセスによるグリーンアンモニア合成をシームレスに統合するモデル
ケースとして、技術的な意義が非常に大きいと言えます。特に、500 MWhという大規
模なバッテリー貯蔵システムは、太陽光発電の変動性を吸収し、電解槽への安定した電
力供給を保証することで、プラント全体の効率と信頼性を高めます。このプロジェクト
は、ヨルダンに数十億ドルの経済投資と数千人規模の雇用を創出するだけでなく、中東
地域におけるクリーンエネルギー技術の標準を確立する可能性も秘めています。また、
国際的なグリーンアンモニア市場への参入は、ヨルダンの輸出経済を多様化し、地政学
的なエネルギー安全保障にも貢献するでしょう。将来的には、同様の統合型モデルが他
の再生可能エネルギー豊富な地域にも展開されることが期待されます。

元記事: https://solarquarter.com/2026/05/14/hynfra-secures-usd-1-billion-green-ammonia-project-

approval-in-jordan/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://solarquarter.com/2026/05/14/hynfra-secures-usd-1-billion-green-ammonia-project-approval-in-jordan/
https://solarquarter.com/2026/05/14/hynfra-secures-usd-1-billion-green-ammonia-project-approval-in-jordan/


オーストラリア、マーチソン水素再生可能エネルギープロ
ジェクトでアジア輸出を強化

概要

西オーストラリア州のマーチソン・グリーン水素プロジェクトは、6 GWの再生可能エ
ネルギーと3 GWの電解槽を組み合わせ、年間200万トンの再生可能アンモニアを生産
し、アジア市場への輸出を目指しています。この大規模プロジェクトは、オーストラ

リア政府の水素ヘッドスタートプログラムから8億1400万豪ドルの資金援助を受けて
おり、2027年後半の最終投資決定（FID）と2030年の初期生産開始を目標としていま
す。これにより、オーストラリアはアジアの主要なクリーンエネルギー供給国として

の地位を確立します。

公開日 2026年05月15日  CSIRO Research / HyResource  オーストラリア



詳細

背景：オーストラリアのグリーン水素輸出戦略

オーストラリアは、広大な土地、豊富な日照量と風力資源により、世界有数の再生可能
エネルギー生産国となる潜在力を持っています。政府は、この優位性を活かしてグリー
ン水素およびその誘導体（グリーンアンモニアなど）の主要輸出国となることを国家戦
略として掲げています。特に、アジア太平洋地域の国々が脱炭素化目標を追求する中
で、信頼性が高く、費用競争力のあるクリーンエネルギー供給源への需要が高まってい
ます。このような背景から、大規模な統合型プロジェクトが、オーストラリアの国際的
な役割を強化するために不可欠とされています。

主要なプロジェクト概要：マーチソン・グリーン水素

西オーストラリア州ジェラルトン近郊で計画されている「マーチソン水素再生可能エネ
ルギープロジェクト」は、オーストラリアのグリーン水素戦略の旗艦プロジェクトの一
つです。この野心的な計画は、総計6 GWに及ぶ風力発電と太陽光発電の複合施設を建
設し、これにより生成されるクリーン電力を用いて、3 GWの電解槽でグリーン水素を
製造します。その後、製造された水素は年間200万トンの再生可能アンモニアに変換さ
れ、主に日本、韓国、シンガポールなどのアジア市場へ輸出される予定です。プロジェ
クトはオーストラリア政府の「水素ヘッドスタートプログラム」から第1ラウンドで8億
1400万豪ドルの大規模な資金援助を受けており、第2ラウンドの候補にも選定されてい
ます。



技術的意義と今後の展望

マーチソンプロジェクトの技術的意義は、再生可能エネルギーの大規模統合と、それを
基盤とした大規模電解槽による水素製造、さらにアンモニアへの変換、そして国際輸送
に至る一連のバリューチェーン全体を実証する点にあります。6 GWという再生可能エ
ネルギー容量は、プロジェクトの持続可能性と生産規模を保証します。このプロジェク
トは2027年後半の最終投資決定（FID）を目指しており、2030年には初期生産を開始す
る予定です。この実現は、オーストラリアがクリーンエネルギーの世界的なハブとして
確立される上で極めて重要です。また、アジアへの安定供給は、地域のエネルギー安全
保障に貢献するとともに、世界の脱炭素化目標達成に向けた国際協力のモデルケースと
なることが期待されます。課題としては、大規模プロジェクト特有の建設・運用リスク
管理、国際的なオフテイク契約の確実な確保、そして現地の生態系への影響評価と管理
が挙げられます。

元記事: https://research.csiro.au/hyresource/murchison-hydrogen-renewables-project/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://research.csiro.au/hyresource/murchison-hydrogen-renewables-project/


米国水素ハブ計画、連邦政府のエネルギー政策変更で不確
実性に直面

概要

米国の水素ハブプログラムは、連邦政府のエネルギー政策優先順位の変化により、資
金面での不確実性に直面しています。当初承認された7つのハブのうち4つが、70億ド
ルの連邦支援の最大60%に相当する資金の削減または廃止の可能性を検討されていま

す。これにより、カリフォルニア、中部大西洋、太平洋岸北西部、中西部の各ハブは
計画の見直しを迫られています。同時に、45Vクリーン水素税額控除の適用期限加速
もプロジェクトの経済性に新たな課題を投げかけています。

公開日 2026年05月18日  National Law Review  アメリカ



詳細

背景：米国の水素ハブプログラムの創設と目標

米国エネルギー省（DOE）は、クリーンエネルギー経済への移行を加速するため、「地
域水素ハブ（H2Hubs）」プログラムを立ち上げました。このプログラムは、全国に分
散した水素製造、加工、流通、貯蔵、および最終利用のためのエコシステムを構築する
ことを目的とし、大規模な連邦資金を提供することを公約していました。当初、7つの
地域ハブが承認され、それぞれが地元の再生可能エネルギー資源や産業インフラを活用
し、特定の地域で水素バリューチェーン全体を開発することを目指していました。これ
は、米国のエネルギー安全保障を強化し、温室効果ガス排出量を削減し、国内の雇用を
創出するための重要な取り組みと見なされていました。

主要な課題：連邦資金の削減と政策転換

しかし、最近の連邦政府のエネルギー政策の優先順位変更に伴い、米国水素ハブプログ
ラムは予期せぬ不確実性に直面しています。当初承認された7つのハブのうち、カリフ
ォルニア、中部大西洋、太平洋岸北西部、中西部の4つのハブに対して、合計70億ドル
の連邦支援のうち最大60%に相当する資金の削減または廃止が検討されていると報じら
れています。この資金の見直しは、これらのハブが計画していた大規模なインフラプロ
ジェクトや技術開発の規模に直接的な影響を与える可能性があります。一方で、アパラ
チア、ガルフコースト、アッパーミッドウェストのハブは、比較的安定した支援を維持
する見込みです。この不均衡な資金配分は、各ハブの進捗と戦略に大きな影響を与える
ことが予想されます。



影響と今後の展望：プロジェクトの再評価と税額控除の課題

連邦資金の削減は、影響を受ける水素ハブの計画全体を再評価する必要性を生じさせま
す。プロジェクトの開発者は、資金不足を補うために、代替の資金調達源を模索した
り、プロジェクトの規模を縮小したり、実施スケジュールを調整したりする必要に迫ら
れるでしょう。また、クリーン水素生産を奨励する重要なインセンティブである45Vク
リーン水素税額控除の適用期限の加速も、プロジェクトの経済性に新たな課題を提起し
ています。これは、特に初期段階のプロジェクトにとって、予測可能性を低下させ、投
資判断をより複雑にする可能性があります。米国政府が水素エコシステム構築の目標を
堅持する一方で、政策の変動が具体的なプロジェクトの実施に与える影響は大きく、今
後の動向が注目されます。

元記事: https://natlawreview.com/article/shifting-energy-priorities-are-reshaping-h2hubs-program

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://natlawreview.com/article/shifting-energy-priorities-are-reshaping-h2hubs-program


ロッテルダム港、パイプラインとCCSプロジェクトで欧州
水素ハブを加速

概要

ロッテルダム港は、北西ヨーロッパの主要なクリーンエネルギーおよび低炭素産業ハ
ブとなるため、水素インフラに大規模な投資を行っています。これには、オランダ国
内の水素バックボーン（H2 Backbone）の構築と、2030年までのドイツ接続が含まれ

ます。また、アンモニア、メタノール、LOHC（液化有機水素キャリア）を介した水素
輸入能力の拡大も進められており、2027年には200 MWの再生可能水素施設が稼働予
定です。

公開日 2026年05月21日  ChemAnalyst  オランダ



詳細

背景：ロッテルダム港の戦略的転換

ロッテルダム港は、ヨーロッパ最大の港として長年にわたり化石燃料の物流拠点として
の役割を担ってきました。しかし、地球規模での脱炭素化の動きと欧州連合の野心的な
気候目標を受け、港はその戦略を大きく転換し、北西ヨーロッパにおけるクリーンエネ
ルギーおよび低炭素産業の中心地となることを目指しています。このビジョンを実現す
るため、港は水素エコシステムの構築を最優先課題の一つとし、インフラ整備への大規
模な投資を加速させています。これは、単に燃料を切り替えるだけでなく、港湾地域の
産業構造そのものを変革する取り組みとして注目されています。

主要なインフラ投資とプロジェクト

ロッテルダム港が推進する水素インフラ開発は多岐にわたります。まず、オランダの国
内水素バックボーン（H2 Backbone）の構築が挙げられます。ロッテルダム内の初期セ
クションは2026年には稼働を開始する予定であり、2030年までにはドイツへの国際的
な接続も計画されています。このパイプラインネットワークは、域内の産業需要家への
水素供給を効率化するとともに、隣接国への輸出入を可能にするものです。さらに、ア
ンモニア、メタノール、LOHC（液化有機水素キャリア）といった多様な水素キャリア
を介した水素輸入能力の拡大も進められており、将来的なグローバル水素サプライチェ
ーンへの対応を強化しています。また、港湾内では2027年に稼働開始を目標とする200

MW規模の再生可能水素生産施設も建設中です。これは、再生可能エネルギー由来の電
力を用いて水電解により水素を製造するもので、港湾の脱炭素化に貢献します。



技術的意義と今後の展望

ロッテルダム港の取り組みは、既存の産業集積地がどのようにしてクリーンエネルギー
ハブへと変貌できるかを示すモデルケースとして技術的意義が大きいです。特に、H2バ
ックボーンの建設は、水素の長距離輸送と大量供給を実現するための重要な物理的イン
フラとなります。多様な水素キャリアの受入能力の拡大は、国際的な水素貿易の柔軟性
を高め、異なる生産地域からの供給を可能にします。Porthos CCS（炭素回収・貯留）
プロジェクトとの連携も、一時的ながら産業からのCO2排出削減に貢献し、広範な脱炭
素戦略の一部を形成します。これらの投資は、ロッテルダム港を欧州の水素経済の中心
に据え、産業界の脱炭素化と持続可能な成長を強力に推進する基盤を築くことになりま
す。しかし、規制の調和、国際協力の強化、そして需要と供給のバランスの最適化が今
後の課題となるでしょう。

元記事: https://www.chemanalyst.com/NewsAndDeals/NewsDetails/rotterdam-advances-hydrogen-hub-

with-pipeline-and-porthos-ccs-42345

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.chemanalyst.com/NewsAndDeals/NewsDetails/rotterdam-advances-hydrogen-hub-with-pipeline-and-porthos-ccs-42345
https://www.chemanalyst.com/NewsAndDeals/NewsDetails/rotterdam-advances-hydrogen-hub-with-pipeline-and-porthos-ccs-42345


英国、National Gasが300マイルの水素パイプライン「プ
ロジェクト・ユニオン」を提案

概要

英国のNational Gasは、「プロジェクト・ユニオン：イーストコースト」として、ティ
ーサイドからセドルトープまで約300マイルに及ぶ新たな水素パイプラインネットワー
クの建設を提案しています。この大規模プロジェクトは、既存のガスインフラの転用

と新規パイプラインの敷設を組み合わせ、英国産業の脱炭素化を支援することを目指
します。現在、初期開発段階にあり、測量調査の開始と年内の公衆協議が予定されて
おり、地域社会と産業界に大きな影響を与える見込みです。

公開日 2026年05月21日  Masons & Partners LLP  イギリス



詳細

背景：英国の脱炭素化目標と水素インフラの必要性

英国は、2050年までに実質ゼロ排出（ネットゼロ）を達成するという野心的な目標を掲
げており、その実現には産業部門の脱炭素化が不可欠です。重工業や化学産業など、電
化が難しい分野では、水素が主要な代替燃料として期待されています。しかし、水素を
効率的かつ安全に大量輸送するためには、専用のパイプラインネットワークの整備が不
可欠です。既存のガスインフラの一部転用と新規建設を組み合わせることで、英国全土
に水素を供給し、産業界のエネルギー転換を支援する大規模なインフラ計画が求められ
ています。

主要なプロジェクト概要：「プロジェクト・ユニオン：イーストコースト」

英国の主要なガスネットワーク事業者であるNational Gasは、「プロジェクト・ユニオ
ン：イーストコースト」と題する大規模な水素パイプラインネットワークの建設計画を
提案しました。このプロジェクトは、英国北東部のティーサイド地域から南東部のセド
ルトープまで、約300マイル（約480キロメートル）に及ぶ広範囲なルートをカバーする
ことを想定しています。特徴的なのは、既存の天然ガスパイプラインの一部を水素専用
に転用するとともに、新たにパイプラインを敷設するハイブリッドなアプローチを採用
している点です。これにより、建設コストと時間を最適化しつつ、将来の水素需要に対
応できる堅牢なネットワークを構築することを目指しています。このネットワークは、
産業クラスターへの水素供給を確保し、それらの地域の脱炭素化を加速させることを主
要な目的としています。



影響と今後の展望

「プロジェクト・ユニオン」は現在、初期開発段階にあり、今後数週間のうちに測量調
査が開始される予定です。また、年内には広範な公衆協議が実施される計画であり、地
元の住民、土地所有者、および環境団体など、様々なステークホルダーからの意見が求
められます。このプロジェクトの実現は、英国の産業部門における大規模な脱炭素化を
可能にし、ネットゼロ目標達成に向けた重要な一歩となります。具体的には、既存産業
の燃料転換を支援し、新たなグリーン産業の誘致にも貢献するでしょう。しかし、土地
収用、環境影響評価、そしてプロジェクト資金の確保といった課題をクリアする必要が
あります。特に、パイプラインの安全性確保と、長期的な水素需要の見通しに基づいた
適切なネットワーク容量の設計は、プロジェクト成功の鍵となります。このインフラが
完成すれば、英国は欧州の水素経済において中心的な役割を果たすことが期待されま
す。

元記事: https://www.masonsandpartners.co.uk/articles/could-project-union-affect-your-landholding

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.masonsandpartners.co.uk/articles/could-project-union-affect-your-landholding


インド国家グリーン水素ミッション、2030年までに500万
トン生産を目指す

概要

インド政府は「国家グリーン水素ミッション」を通じて、2030年までに年間500万ト
ンのグリーン水素生産という野心的な目標を掲げています。このミッションには、125

GWの再生可能エネルギー容量の追加と、8兆ルピー（約960億ドル）以上の投資、そ

して60万以上の雇用創出が期待されています。特に、電解槽製造およびグリーン水素
生産を支援するSIGHTプログラムや、多様な最終用途分野でのパイロットプロジェク
トが重点的に推進されています。

公開日 2026年05月19日  National Single Window System (Government of India)  インド



詳細

背景：インドのエネルギー安全保障と気候変動対策

インドは世界第3位の温室効果ガス排出国であり、経済成長に伴うエネルギー需要の増
加と気候変動対策の両立という大きな課題に直面しています。エネルギー輸入への依存
度が高いことから、国内のエネルギー安全保障を強化し、同時に脱炭素化を進めること
が国家戦略の喫緊の課題となっています。この文脈において、グリーン水素は、再生可
能エネルギーが豊富に利用できるインドにとって、化石燃料依存からの脱却と持続可能
な産業発展を実現するための重要な鍵と位置づけられています。政府は、グリーン水素
を新たな成長分野と捉え、大規模な国家戦略を策定しました。

主要な政策と目標：国家グリーン水素ミッション

インド政府が打ち出した「国家グリーン水素ミッション」は、グリーン水素経済の確立
を目指す包括的な政策枠組みです。このミッションの中核目標は、2030年までに年間
500万トンという野心的なグリーン水素生産能力を確立することです。これを達成する
ために、約125 GWの再生可能エネルギー容量を追加することが見込まれています。経
済的側面では、ミッション全体で8兆ルピー（約960億米ドル）以上の投資が誘発され、
60万人以上の雇用が創出されると予測されています。ミッションの具体的な柱として
は、電解槽の製造能力を強化し、グリーン水素生産コストを削減するための「戦略的介
入（SIGHT）プログラム」や、モビリティ、産業、発電など様々な最終用途分野でのパ
イロットプロジェクトの支援が含まれています。これにより、技術開発から市場創出ま
でを総合的に推進する狙いです。



影響と今後の展望

国家グリーン水素ミッションの推進は、インドのエネルギーミックスを根本的に変革
し、二酸化炭素排出量の削減に大きく貢献します。年間500万トンのグリーン水素生産
は、現在の世界の生産量と比較しても非常に大規模であり、インドが国際的なグリーン
水素市場において主要なプレーヤーとなる可能性を示唆しています。国内では、肥料、
精油、鉄鋼、セメントなどの重工業分野での水素利用が期待されており、これらの産業
の脱炭素化を加速させます。課題としては、大規模な再生可能エネルギーと電解槽の導
入に必要な技術的・財政的障壁の克服、効率的な水素輸送・貯蔵インフラの整備、そし
てグリーン水素の費用競争力の確保が挙げられます。ミッションの成功は、インドの持
続可能な成長モデルを確立し、グローバルな気候変動対策において極めて重要な役割を
果たすことになるでしょう。

元記事: https://www.nsws.gov.in/portal/scheme/greenhydrogenpolicy

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nsws.gov.in/portal/scheme/greenhydrogenpolicy


インド政府、グリーン水素ミッションを具体化：電解槽製
造と産業供給を推進

概要

インド政府は、国家グリーン水素ミッションの具体的な進捗として、国内の電解槽製
造能力の強化と産業分野へのグリーン水素供給拡大を推進しています。これまでに15

社に年間3000 MWの電解槽製造能力が付与され、インド石油公社など主要国営企業へ

の年間合計5万トン規模のグリーン水素供給も承認されました。さらに、鉄鋼部門での
パイロットプロジェクトや水素燃料車両の導入計画も進行しており、多角的なアプロ
ーチで水素経済の構築を目指しています。

公開日 2026年03月26日  Construction World  インド



詳細

背景：国家グリーン水素ミッションの実行段階

インド政府の「国家グリーン水素ミッション」は、国内のエネルギー自給率向上と脱炭
素化を同時に達成するための戦略的基盤です。このミッションの成功は、具体的な政策
実行と産業界との連携にかかっています。特に、グリーン水素製造の基盤となる電解槽
の国内生産能力の確立と、製造された水素の安定的な需要を創出するための産業部門へ
の供給体制の構築が喫緊の課題とされていました。政府は、これらを実現するための具
体的なプログラムとインセンティブを設計し、実行に移しています。

主要な施策と成果：製造能力と産業応用

インド政府は、国家グリーン水素ミッションの具体的な進捗として、電解槽製造能力の
国内構築を強力に推進しています。その一環として、計15社に対して年間合計3000

MWという大規模な電解槽製造能力が付与されました。これは、世界的に見ても有数の
規模であり、インドが電解槽の主要生産国となることを目指す強い意思を示していま
す。また、グリーン水素の需要側を強化するため、主要な国営石油会社であるインド石
油公社、バーラト石油公社、ヒンドゥスタン石油公社に対して年間合計2万トンのグリ
ーン水素供給が承認されました。さらに、Numaligarh Refinery Limitedに対しても年間1
万トンのグリーン水素供給が承認され、これらの企業がそれぞれの精油所で水素を利用
し、脱炭素化を進めることが期待されます。加えて、鉄鋼部門における水素利用の実現
可能性を探る5つのパイロットプロジェクトが承認され、モビリティ分野では、9つの水
素充填ステーションを伴う37台の水素燃料車両の導入計画も進行中です。



影響と今後の展望

これらの具体的な施策は、インドのグリーン水素エコシステムを形成するための重要な
構成要素となります。電解槽の国内製造能力の強化は、サプライチェーンの強靭化とコ
スト削減に寄与し、グリーン水素の生産コスト競争力を高めます。また、主要産業への
グリーン水素供給の義務付けとパイロットプロジェクトの推進は、安定的な需要を創出
し、市場拡大を加速させるでしょう。特に、鉄鋼産業や輸送部門における水素利用は、
インドの排出量削減に大きなインパクトを与える可能性があります。しかし、依然とし
て、大規模なプロジェクト実施に伴う資金調達、技術的なノウハウの蓄積、およびイン
フラ整備の加速が課題です。政府と産業界の継続的な協力により、インドはグリーン水
素経済の実現に向けた道を力強く歩んでいくと見られます。

元記事: https://www.constructionworld.in/energy-infrastructure/power-and-renewable-

energy/government-drives-green-hydrogen-expansion/88644

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.constructionworld.in/energy-infrastructure/power-and-renewable-energy/government-drives-green-hydrogen-expansion/88644
https://www.constructionworld.in/energy-infrastructure/power-and-renewable-energy/government-drives-green-hydrogen-expansion/88644


Sinopec Star New EnergyとBHI Tianjin、中国でグリーン
水素供給契約を締結

概要

Sinopec Star New Energy CompanyとBHI Tianjinは、グリーン水素供給に関する枠組み
合意を締結しました。Sinopecは内モンゴル自治区烏蘭察布で年間10万トンのグリーン
水素を生産し、長距離純水素パイプラインを建設します。BHI Tianjinはこの水素を受

け取り、天津市の天然ガスパイプラインネットワークに混合供給する計画です。天津
市では2026年から2028年にかけて水素混入試験を実施し、技術標準の策定を目指しま
す。この提携は中国における大規模な水素インフラ展開の先駆けとなります。

公開日 2026年05月21日  HKEXnews (Hong Kong Exchanges and Clearing Limited)  中国



詳細

背景：中国の水素エネルギー戦略と天然ガスネットワークの活用

中国は、二酸化炭素排出量の削減とエネルギー安全保障の強化を目指し、水素エネルギ
ーの開発と普及に国家的に取り組んでいます。特に、再生可能エネルギー資源が豊富な
内モンゴルなどの地域でグリーン水素を大規模に生産し、それを主要な産業拠点や都市
部に輸送するサプライチェーンの構築が急務となっています。既存の天然ガスパイプラ
インネットワークを水素輸送に活用することは、新規インフラ建設のコストと時間を削
減し、迅速な水素経済への移行を可能にする重要な戦略と見なされています。しかし、
水素と天然ガスの混合供給には、既存のパイプラインや消費者設備の適合性、安全性、
そして混合比率に応じた技術標準の確立が不可欠です。

主要な合意内容とプロジェクト計画

中国の大手エネルギー企業であるSinopecの子会社であるSinopec Star New Energy
Companyは、BHI Tianjinとの間でグリーン水素供給に関する重要な枠組み合意を締結し
ました。この合意に基づき、Sinopecは内モンゴル自治区の烏蘭察布（ウランチャブ）
地域において、年間10万トンという大規模なグリーン水素生産施設を建設する計画で
す。この生産拠点から、天津市までの長距離純水素パイプラインが新たに建設され、効
率的な水素輸送を実現します。BHI Tianjinは、この純粋なグリーン水素を受け取り、そ
れを天津市内の既存の天然ガスパイプラインネットワークに混合供給する役割を担いま
す。この水素混入（水素ブレンド）の試験段階は、2026年から2028年までの期間で実
施される予定であり、これにより適切な技術標準と運用ガイドラインの策定を目指しま
す。



技術的意義と今後の展望

SinopecとBHI Tianjinの合意は、中国における大規模な水素インフラの展開と、既存のエ
ネルギーネットワークへの水素統合のモデルケースとして、技術的な意義が非常に大き
いです。年間10万トンというグリーン水素の生産規模は、国際的にもトップクラスであ
り、この規模の水素を長距離輸送するための純水素パイプラインの建設は、中国の水素
インフラ開発における重要なマイルストーンとなります。また、天然ガスパイプライン
への水素混入は、既存インフラの活用を通じて水素の需要を初期段階で創出し、脱炭素
化を加速させるための現実的なアプローチです。しかし、高比率での水素混入は、パイ
プラインの材料劣化、ガスタービンなどの燃焼機器への影響、漏洩リスクなど、技術的
および安全上の課題を伴います。天津市での試験運用を通じて得られるデータは、これ
らの課題解決と、将来的な全国規模での水素ブレンド導入に向けた重要な知見を提供す
るでしょう。このプロジェクトは、中国が水素経済を確立し、エネルギー転換を加速さ
せる上での強力な推進力となることが期待されます。

元記事: https://www.hkexnews.hk/listedco/listconews/sehk/2026/0521/2026052101136.pdf

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hkexnews.hk/listedco/listconews/sehk/2026/0521/2026052101136.pdf


H2Accelerate TRUCKSプロジェクト：欧州で燃料電池ト
ラック125台を大規模展開

概要

H2Accelerate TRUCKSプロジェクトは、ダイムラートラック、ボルボトラック、スカニ
ア、Hyliko、Hyundai Hydrogen Mobilityを含む15のパートナーが協力し、欧州全域で
125台の水素燃料電池トラックを大規模に展開することを目指しています。このプロジ

ェクトは、クリーン水素パートナーシップから約3000万ユーロの支援を受け、商用運
転の準備、欧州の水素充填ステーション（HRS）ネットワークの拡大、および運用デ
ータの収集に焦点を当てています。これにより、重輸送部門の脱炭素化を加速しま

す。

公開日 2026年05月12日  H2Accelerate  欧州連合



詳細

背景：欧州における重輸送の脱炭素化の推進

欧州連合は、2050年までに気候中立を達成するという野心的な目標を掲げており、この
目標達成には重輸送部門の脱炭素化が不可欠です。大型トラックは、長距離輸送におい
てCO2排出量の大部分を占めるため、その排出量削減は喫緊の課題となっています。バ
ッテリー電気トラックも開発が進んでいますが、長距離走行における航続距離、充電時
間、積載量への影響といった課題から、水素燃料電池トラックが有力な補完的ソリュー
ションとして注目されています。しかし、燃料電池トラックの市場導入には、車両技術
の成熟に加え、広範な水素供給インフラと運用サポート体制の構築が不可欠です。この
ニーズに応えるため、欧州では大規模な協調プロジェクトが求められていました。

主要なプロジェクト概要：H2Accelerate TRUCKS

「H2Accelerate TRUCKS」プロジェクトは、欧州における水素燃料電池トラックの商用
化を加速させるための画期的な取り組みです。ダイムラートラック、ボルボトラック、
スカニアといった主要なトラックメーカーに加え、HylikoやHyundai Hydrogen Mobility

などの革新的な企業を含む、合計15社の業界パートナーが参画しています。この広範な
コンソーシアムは、欧州全域で125台の水素燃料電池トラックを実際に配備し、実運用
環境下での大規模な実証を行うことを目標としています。プロジェクトは、欧州のクリ
ーン水素パートナーシップ（Clean Hydrogen Partnership）から約3000万ユーロという
多額の資金援助を受けており、車両の商用運転の準備、欧州全体の水素充填ステーショ
ン（HRS）ネットワークの戦略的な拡大、そして長期的な運用データの収集と分析に重
点を置いています。



技術的意義と今後の展望

H2Accelerate TRUCKSプロジェクトの技術的意義は、多様なメーカーの燃料電池トラッ
クを複数の国で同時に運用することで、技術的な互換性、運用効率、そして異なる地理
的条件下での性能を評価できる点にあります。125台という規模での展開は、個々のパ
イロットプロジェクトでは得られない包括的な運用データと課題を提供し、燃料電池ト
ラックの設計最適化や、HRSの効率的な配置戦略に貢献します。また、このプロジェク
トは、重輸送部門における水素エコシステムの主要なステークホルダー間の協力を促進
し、サプライチェーン全体の成熟を加速させます。課題としては、国境を越えたHRSネ
ットワークの相互運用性の確保、燃料電池システムの長期的な耐久性向上、そして水素
燃料供給のコスト競争力確保が挙げられます。このプロジェクトの成功は、欧州の重輸
送部門におけるディーゼルからの脱却を加速させ、クリーンな物流網の構築に向けた重
要な道筋を示すものとなるでしょう。

元記事: https://h2accelerate.eu/trucks/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://h2accelerate.eu/trucks/


ドイツ「Flow」イニシアチブ、国際的な水素コアネット
ワークを構築し供給需要に対応

概要

ドイツの「Flow – Making Hydrogen Happen」イニシアチブは、2025年からのグリー
ン水素向け高性能パイプラインシステムを開発しており、国際的な水素市場を連結
し、産業界への大量供給を可能にしています。水素コアネットワークの容量需要は予

想を上回っており、一部のパイプライン区間は既に2025年に転換済みです。東ドイツ
のHYBORパイプラインの地盤調査は2026年4月に開始され、ドイツの水素経済構築を
加速しています。

公開日 2026年05月01日  ONTRAS / Flow – Making Hydrogen Happen  ドイツ



詳細

背景：ドイツのエネルギー転換と水素インフラの要請

ドイツは、 2045年までの気候中立達成という目標を掲げ、エネルギー転換
（Energiewende）を積極的に推進しています。この戦略において、水素は特に産業部門
の脱炭素化やエネルギー貯蔵、輸送分野での利用拡大が期待される重要なエネルギーキ
ャリアです。しかし、大規模な水素経済を構築するためには、生産拠点から消費地へと
水素を効率的かつ安全に輸送するための強固なインフラ、すなわちパイプラインネット
ワークの整備が不可欠です。既存の天然ガスインフラの転用と新規パイプラインの建設
を組み合わせることで、迅速な導入とコスト効率の最適化が求められています。

主要な取り組み：「Flow – Making Hydrogen Happen」の進捗

ドイツの「Flow – Making Hydrogen Happen」イニシアチブは、この水素インフラ整備
の先駆的な役割を担っています。2025年以降のグリーン水素需要に対応するため、高性
能なパイプラインシステムの開発と構築を精力的に進めており、これによりドイツを国
際的な水素市場に連結し、国内産業への大量供給を可能にすることを目指しています。
特筆すべきは、当初の予測を上回る水素コアネットワークの容量需要が見込まれている
点であり、これは産業界からの水素への強い関心と期待を裏付けています。実際、一部
のパイプライン区間は既に2025年に水素輸送向けに転換されており、迅速な実施能力が
示されています。さらに、東ドイツ地域の水素供給網を強化する「HYBOR」パイプライ
ンプロジェクトでは、2026年4月から地盤調査が開始され、具体的な建設に向けた準備
が進められています。



技術的意義と今後の展望

「Flow」イニシアチブは、既存のガスパイプラインを水素専用に転用する技術的・運用
的な課題克服に貢献しており、これは世界的に見ても貴重な知見となります。水素対応
パイプラインの早期稼働は、ドイツの重工業や化学産業が、より迅速にグリーン水素を
利用し、脱炭素化を進めることを可能にします。また、国際的な水素市場との接続は、
水素の安定供給と価格競争力の確保に不可欠です。しかし、水素の物理的特性（分子が
小さい、透過性があるなど）に対応するための既存パイプラインの適合性評価、新しい
材料の開発、そして広範なネットワーク全体の安全性基準の確立など、引き続き技術的
課題は存在します。ドイツ政府は、この水素コアネットワークを通じて、欧州全体の水
素経済の発展を牽引し、持続可能な未来に向けたエネルギーインフラの変革を実現する
ことを目指しています。

元記事: https://www.flow-hydrogen.com/en/home-en/

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.flow-hydrogen.com/en/home-en/


Charbone社、半導体・研究所向け超高純度グリーン水素
ハブの拡大を加速

概要

カナダのCharbone社は、半導体工場、研究所、燃料電池バックアップシステムなどの
産業顧客向けに、超高純度グリーン水素ハブの規模拡大を加速しています。同社の
2026年から2030年までの戦略計画は、複数のハブ開設、米国サイトでの持続的な供

給、そしてSorel-Tracy/Detroitでの生産拡大といった運用面での進捗を2026年春から夏
にかけて見込んでいます。この動きは、特定産業における高品位水素の需要に応える
ものです。

公開日 2026年05月21日  Finimize  カナダ



詳細

背景：特定産業における高純度水素の需要増大

半導体製造、精密化学、先端材料研究、そしてデータセンターや通信インフラの燃料電
池バックアップシステムなど、多くの高度な産業分野では、極めて高純度の水素が不可
欠な原料またはエネルギー源として求められています。これらの分野では、水素の純度
が製品の品質やプロセスの安定性に直接影響するため、標準的な工業用水素では要件を
満たしません。加えて、環境規制の強化と持続可能性へのコミットメントの高まりか
ら、これらの高純度水素をグリーン（再生可能エネルギー由来）で供給することへの需
要が急速に増加しています。このようなニッチながらも高成長の市場に対応できる専門
的なサプライヤーが求められています。

主要な戦略とプロジェクト進捗：Charboneのハブモデル

カナダを拠点とするCharbone社は、この特定の高純度グリーン水素市場に焦点を当
て、その供給能力を急速に拡大する戦略を進めています。同社の2026年から2030年に
かけての戦略計画は、地理的に分散した超高純度水素ハブのネットワークを構築し、特
定の産業顧客へ直接供給することに重点を置いています。運用面では、2026年春から夏
にかけて複数の重要な進捗が期待されています。これには、新たな水素ハブの開設、米
国における既存サイトでの持続的な供給体制の確立、そしてカナダのSorel-Tracyと米国
のDetroitにおける生産能力の拡大が含まれます。Charboneは、電解槽技術とモジュー
ル化された生産システムを活用し、迅速な拡張性と地理的な分散を可能にすることで、
顧客の近くでグリーン水素を生産・供給するモデルを追求しています。



影響と今後の展望

Charbone社の高純度グリーン水素ハブ戦略は、単に水素を生産するだけでなく、特定
の産業分野のサプライチェーンを脱炭素化する上で重要な影響を及ぼします。半導体産
業のようなサプライチェーンのボトルネックに敏感な分野において、地域分散型の安定
したグリーン水素供給源は、生産リスクの低減と持続可能性目標の達成に貢献します。
このビジネスモデルは、大規模なグリッド接続された水素生産プロジェクトとは異なる
アプローチであり、特定の市場ニーズに特化した効率的なソリューションを提供しま
す。今後の課題としては、超高純度水素の生産コストの最適化、物流ネットワークのさ
らなる拡張、そして市場の需要変動への柔軟な対応が挙げられます。しかし、主要産業
からの高品位グリーン水素に対する需要が継続的に増加するにつれて、Charboneのよ
うな専門企業の役割はますます重要になるでしょう。この動きは、水素経済の多様性
と、特定の市場セグメントにおけるその強力な潜在力を示しています。

元記事: https://finimize.com/content/chhyf-asset-snapshot

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://finimize.com/content/chhyf-asset-snapshot


Provaris Energy、川崎汽船との提携で圧縮水素運搬船輸
出を加速

概要

Provaris Energyは、H2Neo圧縮水素運搬船の最終クラス承認取得と、ノルウェーでの
試作タンクプログラム推進により、水素輸出の勢いを強化しています。最近の川崎汽
船（K Line）との協力協定は、欧州における水素需要の増加と同期し、主要なアジア市

場への供給網確立を目指します。Provarisは、ノルウェーの水素プロジェクトの最終投
資決定を2027年後半から2028年初頭に、運用開始を2030年から2031年と目標にしてい
ます。

公開日 2026年05月22日  Proactive Investors  オーストラリア



詳細

背景：水素輸送の課題と圧縮水素の可能性

グリーン水素経済の実現には、生産地から消費地への効率的かつ費用対効果の高い輸送
手段の確立が不可欠です。現在、水素の長距離海上輸送には、主に液化水素（LH2）や
アンモニア変換といった方法が検討されていますが、これらは液化や再変換に多大なエ
ネルギーを消費し、複雑なインフラを必要とします。このような背景から、圧縮水素
（CH2）をそのまま輸送する「圧縮水素運搬船」が、比較的シンプルでエネルギー効率
の良い代替手段として注目を集めています。特に、短・中距離輸送においては、インフ
ラコストとエネルギー消費の削減に貢献する可能性を秘めています。

主要な進展：H2Neo運搬船とK Lineとの協定

オーストラリアのクリーンエネルギー企業Provaris Energyは、H2Neo圧縮水素運搬船の
開発と商業化において重要な進展を遂げています。同社は現在、H2Neoの最終クラス承
認（Final Class Approval）の取得を進めており、これは船級協会による設計の安全性と
適合性の最終確認を意味します。また、ノルウェーでは、実際の条件下での圧縮水素タ
ンクの性能と安全性を検証するための試作タンクプログラムを積極的に推進していま
す。さらに、最近、日本の大手海運会社である川崎汽船（K Line）との協力協定を締結
したことは、Provarisの水素輸出戦略を大きく加速させるものです。この協定は、特に
欧州における水素需要の増加を背景に、アジアを含む世界の主要市場への水素供給ルー
トを確立するための重要なステップと位置付けられています。



技術的意義と今後の展望

Provaris EnergyのH2Neo運搬船技術は、高圧タンク技術と船舶設計を統合することで、
効率的かつ安全な圧縮水素輸送を実現する点に技術的な意義があります。液化や化学変
換が不要なため、エネルギーロスを最小限に抑え、よりシンプルなサプライチェーンを
構築できる可能性があります。ノルウェーでの水素プロジェクトは、2027年後半から
2028年初頭の最終投資決定（FID）を目標とし、2030年から2031年には運用開始を見込
んでいます。この実証プロジェクトは、圧縮水素による海上輸送の経済性、安全性、そ
して実用性を証明する上で極めて重要です。今後の課題としては、大型化に伴うタンク
設計の最適化、運搬船の建造コスト削減、そして国際的な水素貿易における圧縮水素の
受け入れ体制の構築が挙げられます。K Lineのような大手海運企業との連携は、これら
の課題解決と市場への浸透を加速させる上で不可欠であり、将来の水素サプライチェー
ンの多様化に貢献するでしょう。

元記事: https://www.proactiveinvestors.com.au/companies/news/1092728/provaris-energy-builds-

hydrogen-export-momentum-with-kline-agreement-icymi-1092728.html

収集日: 2026年05月22日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.proactiveinvestors.com.au/companies/news/1092728/provaris-energy-builds-hydrogen-export-momentum-with-kline-agreement-icymi-1092728.html
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